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学術情報基盤オープンフォーラム 2025.6.16
「研究データエコシステムの現在地と将来展望」

「挑戦の現場のリアルから考える、研究データ管理 ─
限られた資源で突破する知恵と連携」



金沢医科大学での経過等
• 研究データポリシーの策定:2024年5月

• 文部科学省の「オープンアクセス加速化事
業」に金沢大、福井大と本学が採択され金沢
大のオープンサイエンスシステムへ参加

• 研究DX委員会を設置して研究支援職、図書館
員、システム担当者等を招集

• 公的研究資金関係者にはDMP及びメタデータ
に関する通知メールを送付

• 金沢大と金沢学術アカデミーを設立して協力

• 産学連携の実績から研究データの共有などに
は興味がある

• エルゼビア社OA誌への掲載料サポートを実施



今後の課題
• 今後の研究データの保管と共有について不安：どこまで必要なのか？

①サポート人材不足

• 医療系独特のデータ管理

①次世代医療基盤法に基づく全国の電子カルテ情報を用いた研究

②大規模な遺伝子解析データ

③法令、倫理関連、個人情報保護法関連の対応

④データの保管容量、管理体制構築、ガイドラインの必要性

• 医学系では必須の産学連携領域への対応

• 金沢大オープンサイエンスシステム（OSS)について行きたいが、ついて

いけるか不安
*あくまで発表者個人の考えです
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